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Ⅰ 趣旨

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の規定により、教育委員会は毎年、そ

の権限に属する事務の管理及び執行の状況について、点検及び評価を行い、その結果に

関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならないこと

とされている。

この報告書は、同法の規定に基づき、月形町教育委員会が行った点検及び評価をまと

めたものである。

Ⅱ 月形町教育委員会の活動状況

１ 月形町教育委員名簿（平成３０年４月１日～平成３１年３月３１日）

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育

長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務

局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及

び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、

公表しなければならない。

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験を有

する者の知見の活用を図るものとする。

役 職 委 員 名 任 期 備 考

教育長 松 山 徹
平成 26 年 11 月 9 日～

平成 30 年 11 月 8 日

〃 古 谷 秀 樹
平成 30 年 11 月 9 日～

令和 3年 11 月 8 日

教育長職務代理者 齋 藤 隆 幸
平成 27 年 11 月 13 日～

令和元年 11 月 12 日

平成 30 年 11 月 8 日ま

で教育委員長

委 員（教育委員長職

務代理者）
豊 田 揺 子

平成 26 年 10 月 1 日～

平成 30 年 9 月 30 日

委 員 岸 上 希 央
平成 30 年 10 月 1 日～

令和 4年 9月 30 日

1



２ 教育委員会会議の開催状況

※ 教育委員会の議件を巻末に別添資料として掲載

３ 条例、規則等の制定

・ 月形町人づくり振興協議会設置要綱の一部を改正する告示（平成 30 年 11 月 9 日

施行）

４ 計画及び方針

・ 月形町立学校における働き方改革行動計画（平成３０年 7月策定）

・ 平成３１年度教育行政執行方針（平成３１年２月策定）

回 日 時 議案件数 報告件数

第３回 平成３０年 ５月２９日 ４

第４回 平成３０年 ７月 ５日 １

第５回 平成３０年 ８月１７日 ３

第６回 平成３０年１０月 １日 １

第７回 平成３０年１１月１２日 ３ １

第１回 平成３１年 ２月２１日 ３ ２

第２回 平成３１年 ３月２２日 １

計 １２ ７
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件　　　　　　　　　　　　　名 出　　席　　者

平成30年 4月 3日 第１回庁議 教育長

教育委員会嘱託職員辞令交付式 教育長

教職員辞令交付式 教育委員長・教育委員・教育長

空知教育局竹林局長来庁 教育長

6日 月形小学校入学式 教育委員長・教育長

月形中学校入学式 教育委員長・教育長

第１回行政区代表者会議 教育長

9日 月形高等学校入学式 教育委員長・教育長

月形町主要事業の説明及び意見交換会 教育長

10日 定例校長・教頭合同会議 教育長

11日
空知管内市町教育委員会連絡協議会役員会・
総会

教育委員長・教育長

空知管内市町教育委員会教育委員会議 教育委員長・教育長

空知管内市町教育委員会教育長会議 教育長

空知管内市町教育委員会連絡協議会教育長会
議

教育長

13日 空知校長会総会・研修会 教育長

17日 さけ稚魚放流会 教育長

20日 空知教頭会総会・研修会 教育長

23日 月形町地域間交流事業推進委員会 教育長

25日
公立高等学校配置計画地域別検討協議会（第
１回）

教育長

27日 月形町ＰＴＡ連合会総会 教育委員長・教育長

5月 8日 月形町ふれあい大学入学式・始業式 教育長

9日
第５９回全国町村教育長会定期総会並びに研
究大会　～１１日

教育長

15日 平成３０年度樺戸神社春季大祭 教育長

５　教育委員会委員の活動状況

（平成３０年４月１日から平成３１年３月３１日まで）

年　　月　　日
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件　　　　　　　　　　　　　名 出　　席　　者年　　月　　日

平成30年 5月 16日 ＪＲ北海道西野副社長来庁 教育長

18日 月形小学校田植え体験学習 教育委員長・教育長

23日 空知管内コンプライアンス確立会議 教育長

空知管内学校における働き方改革推進会議 教育長

24日 南空知市町教育長会定例会議 教育長

26日 月形中学校体育大会 教育委員長・教育長

28日 第２回庁議 教育長

29日 第３回月形町教育委員会 教育委員長・教育委員・教育長

6月 2日 月形小学校大運動会 教育委員長・教育委員・教育長

7日 第２回月形町議会定例会（本会議） 教育委員長・教育長

8日 第２回月形町議会定例会（本会議） 教育委員長・教育長

9日 町民体力測定 教育長

11日 月形高等学校生徒募集活動（札幌市） 教育長

13日 月形高等学校生徒募集活動（札幌市） 教育長

14日 温水プール安全祈願祭 教育長

月形町議会全員協議会 教育長

15日 第１回月形町スポーツ推進委員会議 教育長

26日 新潟市月潟地区児童交流引率者説明会 教育長

27日 第１回月形町社会教育委員会議 教育長

月形町人づくり振興協議会全体会議 教育委員長・教育長

29日 第２回月形町行政区代表者会議 教育長

7月 4日 月形町戦没者追悼式 教育委員長・教育長

5日 第４回月形町教育委員会 教育委員長・教育委員・教育長

月形高等学校生徒募集活動（岩見沢市） 教育長

7日 月形高等学校学校祭 教育委員長・教育長

第５８回札幌月形会総会 教育長
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件　　　　　　　　　　　　　名 出　　席　　者年　　月　　日

平成30年 7月 10日 空知管内市町教育委員会教育長会議 教育長

第２回空知管内学校における働き方改革推進会
議

教育長

月形高等学校生徒募集活動（当別町・新篠津
村）

教育長

11日
公立高等学校配置計画地域別検討協議会（第
２回）

教育長

12日 第５５回北海道市町村教育委員研修会 教育委員長・教育委員・教育長

17日 新潟市月潟地区児童交流事業保護者説明会 教育長

月形高等学校生徒募集活動（岩見沢市） 教育長

18日 定例高校・教頭合同会議 教育長

20日 月形高等学校生徒募集活動（札幌市） 教育長

23日 月形高等学校生徒募集活動（札幌市） 教育長

24日
月形高等学校生徒募集活動（岩見沢市・美唄
市・浦臼町）

教育長

25日
月形高等学校生徒募集活動（岩見沢市・美唄
市）

教育長

26日
北海道第５採択地区教科用図書採択教育委員
会協議会

教育長

28日 第３５回つきがた夏まつり（～29日） 教育長

30日 月形高等学校生徒募集活動（美唄市） 教育長

31日 月形高等学校生徒募集活動（札幌市） 教育長

8月 3日 月形高等学校生徒募集活動（札幌市） 教育長

6日 新潟市月潟地区児童交流事業（～８日） 教育長

17日 第５回月形町教育委員会 教育委員長・教育委員・教育長

21日 定例校長・教頭合同会議 教育長

24日 花の里こども園幼年消防クラブ防火パレード 教育長

28日 ふれあい大学体育大会 教育長

30日 第３回庁議 教育長

31日 月形観光大使委嘱状交付式 教育長

樺戸監獄物故者追悼式 教育長

9月 1日 第５８回月形中学校学校祭 教育委員長・教育長

5



件　　　　　　　　　　　　　名 出　　席　　者年　　月　　日

平成30年 9月 2日 月形消防公設１２０周年消防演習 教育委員・教育長

4日 第３回月形町議会定例会（本会議） 教育委員長・教育長

5日 第３回月形町議会定例会（本会議） 教育委員長・教育長

12日
第３回月形町議会定例会（決算特別委員会～１
４日）

教育長

14日 第３回月形町議会定例会（本会議） 教育委員長・教育長

15日 第３回花の里こども園運動会 教育委員長・教育長

21日 月形小学校稲刈り体験学習 教育委員長・教育長

29日 第２６回雪の聖母園祭 教育長

10月 1日 第６回月形町教育委員会 教育委員長・教育委員・教育長

10日 空知管内公立小中学校教職員人事推進会議 教育長

空知管内学校における働き方改革推進会議 教育長

11日 芸術鑑賞会「一般」 教育長

16日 内外情勢調査会 教育長

17日 第２回月形町議会臨時会 教育長

18日 定例校長・教頭合同会議 教育長

20日 月形小学校学芸会 教育委員長・教育長

22日 第３回月形町行政区代表者会議 教育長

24日
平成３０年度北海道教育員会移動教育委員会
会議

教育長

26日 ふれあい大学学園祭 教育長

町民文化祭（～２８日） 教育長

31日 月形町地産地消計画推進協議会総会 教育長

11月 2日 月形町表彰式 教育長

3日 月形町PTA連合会研究大会 教育委員長・教育委員・教育長

6日 まちづくり懇談会（北農場・市北・赤川行政区） 教育長

7日 ふれあい大学卒業証書並びに修了証書授与式 教育長

9日
まちづくり懇談会（市南・南耕地昭栄・知来乙行
政区）

教育長
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件　　　　　　　　　　　　　名 出　　席　　者年　　月　　日

平成30年 11月 11日 第３８回子ども会親睦ミニバレーボール大会 教育長

12日 第７回月形町教育委員会 教育長・職務代理者・教育委員

まちづくり懇談会（中和行政区） 教育長

14日 まちづくり懇談会（札比内第１～第５行政区） 教育長

18日 平成３０年度花の里こども園保育発表会 教育長・職務代理者

20日
平成３０年度市町村教育委員会新任委員研修
会

教育長・教育委員

23日 樺戸神社新穀感謝祭 教育長

27日 行政改革推進本部会議 教育長

第４回庁議 教育長

30日 平成３１年度当初教職員人事１次協議 教育長

月形小学校感謝の集い 職務代理者

12月 2日 第３９回町民バレーボール大会 教育長

4日 第４回月形町議会定例会（本会議） 教育長

5日 第４回月形町議会定例会（本会議） 教育長

6日 月形町教育振興会講習会 教育長

13日 月形町教育委員会表彰式 教育長・職務代理者・教育委員

15日
月形小学校ブラスアンサンブル第３１回定期演
奏会

教育長・職務代理者

17日 第２回月形町社会教育委員会議 教育長

南空知市町教育長会定例会議 教育長

18日 第３回空知管内市町教育委員会教育長会議 教育長

19日 教育委員学校訪問 教育長・職務代理者・教育委員

22日 美唄駐屯地年末行事 教育長

26日 第４回月形町行政区代表者会議 教育長

第２回月形町スポーツ推進委員会議 教育長

平成３１年 1月 5日 月形消防出初式 教育長

11日 月形町新年交礼会 教育長・職務代理者・教育委員
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件　　　　　　　　　　　　　名 出　　席　　者年　　月　　日

平成３１年 1月 12日 月形町成人式 教育長・職務代理者・教育委員

16日 月形中学校特設授業公開 教育長

19日 ヘルシーアカデミー「ゴルポッカ」 教育長

24日 花の里こども園園児教育長訪問 教育長

2月 3日 第３９回行政区対抗ミニバレーボール大会 教育長

5日 旭川刑務所「修武館の書」贈呈式 教育長

7日 平成３１年度当初教職員人事２次協議 教育長

12日 行政改革推進本部会議 教育長

13日 月形高等学校事務打合せ（北海道教育委員会） 教育長

15日 平成３０年度第１回月形町総合教育会議 教育長・職務代理者・教育委員

17日 豊穣祈願祭 教育長

20日 定例校長・教頭合同会議 教育長

21日 第１回月形町教育委員会 教育長・職務代理者・教育委員

27日 月形町地域拠点化整備事業に関する打合せ 教育長

3月 1日 第６７回月形高等学校卒業証書授与式 教育長・職務代理者

5日 第１回月形町議会定例会（本会議） 教育長

12日 第７２回月形中学校卒業証書授与式 教育長・職務代理者・教育委員

14日 第１回月形町議会定例会（予算特別委員会） 教育長

15日 第１回月形町議会定例会（予算特別委員会） 教育長

16日
第１回月形町議会定例会（予算特別委員会・本
会議）

教育長

17日 第３回花の里こども園卒園式 教育長

19日 第１２４回月形小学校卒業証書授与式 教育長・職務代理者・教育委員

22日 第２回月形町教育委員会 教育長・職務代理者・教育委員

25日 空知管内市町教育委員会教育長会議 教育長
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Ⅲ 平成３０年度主な取組、点検及び評価

１ 学校教育の推進

(1) 学習指導要領に基づく教育課程の編成・実施について

小学校では令和２年度、中学校では令和３年度からの実施となる新学習

指導要領を見据え、生きる知恵につながる確かな学力を身に付けることを

目指し、授業の時間割編成の工夫や教科としての道徳の充実、実感を伴っ

た体験活動を推進するなど、小学校、中学校ともに教育課程は適切に実施

されている。

さらに、補充的な学習やティーム・ティーチング等による指導の充実に

努め、子ども一人一人の基礎・基本の定着を図るよう工夫している。

(2) 学力の向上について

例年４月に、小学校は６年生、中学校は３年生を対象に実施している全

国学力・学習状況調査おける平成３０年度の結果では、小学校、国語の基

礎・基本については、平均正答率が全道平均７０．０％、全国平均７０．

７％、月形町は８０．０％で、全道・全国平均を上回っている。応用につ

いては、全道平均５３．０％、全国平均５４．７％、月形町は５２．０％

で、全道・全国平均を下回っている。

小学校、算数の基礎・基本については、全道平均６２．０％、全国平均

６３．５％、月形町は６６．０％で、全道・全国平均を上回っている。応

用については、全道平均４９．０％、全国平均５１．５％、月形町は５１．

０％で、全道平均を上回り・全国平均を下回っている。

小学校、理科については、全道平均５９．０％、全国平均６０．３％、

月形町は５４．０％で、全道・全国平均を下回っている。

中学校、国語の基礎・基本については、全道平均７７．０％、全国平均

７６．１％、月形町は８４．０％で、全道・全国平均を上回っている。応

用については、全道平均６１．０％、全国平均６１．２％、月形町は６８．

０％で、全道・全国平均を上回っている。

中学校、数学の基礎・基本については、全道平均６５．０％、全国平均

６６．１％、月形町は７２．０％で、全道・全国平均を上回っている。応

用については、全道平均４６．０％、全国平均４６．９％、月形町は５８．

０％で、全道・全国平均を上回っている。

中学校、理科については、平均正答率が全道平均６７．０％、全国平均

６６．１％、月形町は７５．０％で、全道・全国平均を上回る結果となり

ました。
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また、同時に実施した学習状況調査の結果を簡単に述べると、小学校で

は、「家で、自分で計画を立てて勉強をしている」、「家で、学校の授業

の予習・復習をしている」という児童が、全道・全国の割合と比べかなり

高くなっている。また、「今住んでいる地域の行事に参加している」、「地

域社会等でボランティア活動に参加している」という児童の割合も、昨年度

同様全道・全国の割合と比べかなり高い結果となっている。

中学校では、「家で、学校の授業の予習・復習をしている」という生徒

が全道・全国の割合より高いが、「家で、自分で計画を立てて勉強をして

いる」という生徒が全道・全国の割合より少し低い結果が出ている。また、

「今住んでいる地域の行事に参加している」、「地域社会等でボランティ

ア活動に参加している」という生徒の割合は、小学校同様全道・全国の割

合と比べかなり高い結果となっている。

町教育委員会として、バランスを考慮した教育計画を編成・実施し、子

どもたちの学習の質を高める教育活動を推進するとともに、月形町教育振

興会を中核に据えた研修活動の促進を図り、指導方法・体制を改善し、子

どもたちの学力向上に努めている。

(3) 心の教育について

心の教育については、「誰もが安心して豊かに暮らせる共生のまちづく

り」をスローガンに掲げる月形町のもと、全教育活動で行う道徳教育はも

とより、地域にある福祉施設と協力した教育活動等を充実させ、社会奉仕

活動や就労体験などを通して、協力することや支え合うことの大切など、

子どもたちは思いやりの心や協力する姿勢、他を尊重する態度などの豊か

な心が身に付いてきている。

また、いじめの未然防止や早期発見・早期解決に向け、各学校ではいじ

めゼロ宣言や生徒会による自主的な交流活動、「仲間づくり子ども会議」

をもとにした集会活動などを実施している。

さらに、法務省の人権擁護機関や岩見沢警察署等との連携による各般の

取組を推進するなど、命を大切にする指導を実践し積極的な生徒指導が

機能するよう、工夫している。

(4) 特別支援教育について

特別な支援を必要とする子どもの自立や社会参加に向け、各学校では障

がいの種別等に応じた児童生徒理解を深め、校内研修を充実させるなど、

障がいのある子どもに対応する指導方法・体制を工夫している。
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また、小学校、中学校共に学校経営の重点として特別支援教育を位置

付け、コーディネーターを中心に全校での支援や協力体制を構築している。

さらに、教育委員会、保健福祉課、こども園、学校等で構成する特別

支援チーム会議を機能させ、就学指導を要する子どもについて共通理解

し、協議を進めている。

(5) 信頼される学校づくりについて

学校評価にかかわり、教職員による自己評価、保護者や学校評議員によ

る学校関係者評価を実施しその結果を学校だよりで公表するとともに、保

護者懇談会や学校評議員会等で協議している。特に、保護者アンケートの

設問・回答を重視し、地域に開かれた学校づくりに努めている。今後は、

学校と地域が一体となって学校づくりを進める学校運営協議会（コミュニ

ティスクール）を設置し、より良い学校づくりを推進する仕組みを構築し

ていく。

また、月形町交通安全推進協会や岩見沢警察署、月形ライオンズクラブ

との連携、月形町読書感想文コンクールへの応募等を通して、社会や地域

とのつながりを広めている。

さらに、月形町教育振興会において、小・中学校での研修活動を促進し

たり、講演会や研究授業にこども園や高校の先生方の参加を働きかけるな

ど、町ぐるみでの研修の機会を工夫している。さらに、管内各学校の公開

研修会などへの参加を促すなど、教職員の専門性や危機管理意識の向上を

図っている。

(6) 学校教育環境の整備について

子どもたちの安全、安心に配慮した環境づくりに向け、月形小学校の給

水管洗浄を実施するとともに、学校でより良い環境で過ごしていけるよ

う、月形小学校にうんてい、月形中学校に大判プリンターを購入したほか、

小・中学校のパソコン更新の検討を行ってきた。

(7) 認定こども園とのかかわりついて

認定こども園については、子どもたちの心身の成長に向け、運動教室へ

の協力や外国語指導助手を派遣するとともに、ふれあい大学への参加など

を通して、元気に挨拶したり協力して遊んだりとかかわりを強めており、

園児が望ましい方向に向かいふさわしい生活が展開できるよう、連携を図

っている。
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また、協力体制により就学に関する教育相談を進め、保護者への情報提

供を行い、小学校での円滑な支援につながるよう、努めている。

(8) 月形高校の存続について

道内の高校においては間口減等が進む中、月形高校は２５名の生徒が

入学した。空知南学区や札幌市を中心とする石狩学区など全体の中学校卒

業者数の減少と共に、公立の各高校においても定員が満たない状況が発生

していることに加え、ＪＲ札沼線北海道医療大学～新十津川間の廃止が決

定され、沿線からの通学生の足に対する不安が生じており、生徒を集める

ことが非常に厳しい状況である。

月形高校の存続は、地域の活性化のためにも重要な課題であり、今後も、

町理事者、町議会、町教育委員会及び月形高校が連携を深め、月形高校へ

の支援内容やこれまでの実績を広く発信するほか、北海道教育庁の新たな

高校配置の考え方で示されている「地域連携特例校」の導入について協議

していく必要がある。

２ 社会教育の推進

(1) 青少年教育について

「子どもチャレンジ教室（スポーツ体験、創作活動、伝統文化体験等）」

では、特に子どもたちの長期休業期間中の望ましい生活習慣を目指し、例

年、体験活動をはじめとするアウトドア体験や水泳、学習活動に取り組み、

多様な体験活動を通して社会性や創造性をはぐくんでいるが、平成３０年

度は実施することができなかった。

「子ども会初級リーダー研修会」は、小学校４年生１５名が参加した。

子どもたちは、集団による宿泊生活をはじめて体験し、共通の目的に向か

って助け合う場面を通して、子どもたちの協調性が高められた。また、小

学生をサポートするボランティア活動として参加した月形高校の生徒に

とっても有意義な経験となった。

子どの一人一人が運動の楽しさを味わい、運動が好きになるよう４歳か

ら小学校２年生を対象に「子ども運動教室」に取り組んでいる。幼児クラ

スは１８名、小学校１・２年生クラスは２０名が参加し、基礎体力や運動

能力の向上に取り組んだ。結果、こども園や小学校の行事でも成果が現れ

ており、幼少期から運動を楽しみ、身体を動かす習慣を身に付けることが

大切である。
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(2) 成人教育について

「生涯学習講座」は、町民のニーズに応えつつこれまでの成果を基に合

計３講座を企画・実施し、２８名の参加で、募集定員の７０％の参加率で

あった。クリスマスリースづくり、しめ縄リースづくり、せっけん作り教

室とも、女性の参加が多く見られた。

高齢者教育「ふれあい大学」は４７名の学生で活動した。学生自ら見学

先を選定し企画する町外研修は人気で、学生の積極性を養うとともに、参

加への意欲が高まるものである。講座終了後に自主的に運営委員会を開催

し、次年度の予定を年度内に協議しているなど、学生が積極的に活動する

ようになっている。

平成３１年月形町成人式は、月形町交流センター「つき・あえーる」で

開催した。出席した１５名の新成人の多くは町外に在住しているが、

故郷月形での開催を希望していることから、儀式を尊重しつつ地元を

なつかしむ同窓会のような雰囲気で実施している。全国的な式典であり、

故郷への帰省の意味合いも含め、新成人や社会にとって意味深い事業であ

る。

(3) 体育活動について

「月形健康づくり・体力づくり推進事業」は、北翔大学の協力を得て、

町民の健康増進や運動機会の動機づけなどを目的として体力測定や健康

づくり講話、運動教室等を実施している。全体の参加者が伸びない状況と

なっており、体組成計を使った体の測定など、普段では測定できない機会

となるので、多くの町民が体験できるよう、事業周知方法等の改善が必要

となっている。総合体育館トレーニング室は平均して利用があり、運動に

よる健康づくりを意識している町民が多くなっていることは確かである。

また、保健福祉課や社会福祉協議会が実施する健康づくり事業へ協力

しており、高齢者や障がいのある方々への運動機会も与えることができて

きている。

行政区対抗「ソフトボール大会」や「ミニバレーボール大会」は、参加

する行政区が減少しているが、地域に根付き多くの町民が楽しみにしてい

る事業であり、さらに地域の人々のつながりを深める役目を果たしてい

る。

「町民歩け歩け大会」は、台風２５号の接近に伴い事業を中止とした。

例年通り健康・体力づくり推進事業との連携による「ウォーキング教室」

を実施し、北翔大学の先生や学生のアドバイスを受けながら歩き方を学ぶ
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予定となっていた。

「子ども会親睦ミニバレーボール大会」では、チーム編成が困難な子ど

も会は、合同チーム組んでで参加している。少子化により子どもの減少は

避けられない状況にあることから、子ども会の枠を超えて参加できるよう

な事業や子ども会活動を検討することが必要である。

幅広い年代が楽しめるニュースポーツ体験を主とした「つきがたニュー

スポーツフェスティバル」を実施しており、子どもから大人、障がいのあ

る方々の参加など、町全体でスポーツを楽しみ交流する場として貴重な機

会であると考えている。

(4) 文化・図書活動について

「芸術鑑賞会」は、例年幼児、小学生、中・高校生を分け、演劇や音楽、

古典芸能等の演目で実施している。小学生対象の鑑賞会については、北海

道胆振東部地震の影響により実施することができなかったが、子どもたち

の豊かな思考力や感性などを培うために、今後も継続して実施していくこ

とが必要である。

一般芸術鑑賞会は、奈井江町の「ＰＭＦアンサンブル演奏会」や札幌市

でのミュージカル「サウンドオブミュージック」、さらに栗山町での「札

幌交響楽団ひな祭りコンサート」などのバスツアーを実施した。芸術鑑賞

機会の確保は町単独では難しいため、近隣自治体と連携を図っている。

町単独の一般の芸術鑑賞事業として、「和泉元彌 LIVE in つきがた」と

して狂言鑑賞会を実施し、来場者は町内外から３５０名を数えた。和泉元

彌氏及び三宅藤九郎氏の出演により、演目の前には狂言の歴史や楽しみ方

も紹介され、町民が普段味わえない狂言の魅力を提供した。

「町民文化祭」は、実行委員会主催により１０月２６日から２８日まで

３日間開催した。小・中学生等の作品展示や芸能サークルの芸能発表会を

実施し、延べ５００名が来場した。文化連盟を中心に各学校や福祉団体な

どの協力により運営している。芸能発表及び作品展示についても、引き続

き町民への周知を通して参加希望者を募るとともに、関係団体の協力を得

ながら実施していきたい。

読書啓発活動の一環として取り組んでいる「古本市」は、前年度の６２

３冊を上回る７８７冊の本が町民に還元された。また、例年「おはなしじ

ゃんけんぽん」による読み聞かせ会を同日に実施し、来館した子どもたち

は話し手に真剣に目を向けていた。

月形町独自の取組である「読書感想文コンクール」は、子どもたちの表
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現力や想像力を身に付け読書を普及・啓発するために行っており、継続し

て実施していくことが必要である。

移動図書は、図書館の蔵書を小・中学校で貸出・返却できるよう工夫す

るとともに、乳幼児健診や健康講座において複数回の貸し出しを行ってい

る。小・中学校では定着しているが、町内行事では利用者数に差がみられ

る。毎年、北海道立図書館から本を借り、きららクラブや学校に配置し有

効活用されている。今後においても読書を普及・啓発に努力していく。

(5) 地域の教育活動支援について

月形町においては、地域の方々との連携による部活動の指導や小学校へ

の読み聞かせなど、学校を支援する地域の力が生かされており、引き続き

協力を呼びかけていくことが大切である。

子ども会活動においても、子ども会員と保護者、地域住民がかかわりが

できており、世代間交流の場となっている。このことを維持していくため

に、協力を図っていきたい。

(6) 施設の活用について

図書館の利用については、新着図書コーナーの変更や絵本専用コーナー

の設置など図書の配列の工夫をしているが、子どもの減少もあり利用者数

は前年度に比べ若干減少している。

また、日曜開館は町民に浸透してきており、誰もが利用しやすい図書館

づくりとなっている。市街地に位置する図書館は、読書環境の充実のみな

らず、子どもたちの放課後や休日の学びの場、地域コミュニティの場とし

ての役割を果たすことが必要である。

総合体育館の利用については、各種スポーツ団体や学校の部活動が大部

分を占め、近年は札幌市からバレーボールやバスケットボール、バドミン

トン等の団体利用も増えている。さらに、子どもたちの放課後や長期休業

期間中の利用も多いことから、図書館同様、子どもたちの放課後や休日の

学びの場の役割を果たすほか、安全及びマナーに関する注意喚起をはじ

め、非行防止や不審者対策等、施設管理の受託業者との協力を密にして管

理・運営を進めていくことが必要である。

また、平成３０年度トレーニング室の利用者数は前年度に比べ若干名減

少しているが、引き続き多くの町民に利用されるよう、適正な維持管理と

健康づくり事業の充実を図っていきたい。

温水プールは、一般利用者を増やすために無料開放日を設けたり、利用
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時間を延長するなど、利用者のニーズに沿うよう努力し、夜間の利用者も

大切にしながら開館する期間や時間等を工夫していく。また、安全対策に

ついても受託業者と協力を密にして適正な管理を実施していく。
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Ⅳ 別添資料

教育委員会会議議案

回 開催日 議 案 名

３ H30.5.29 代理事務の報告について（月形町学校給食センター運営委員の委嘱につ

いて）

代理事務の報告について（月形町文化財保護委員の委嘱について）

代理事務の報告について（月形町社会教育委員の委嘱について）

代理事務の報告について（月形町スポーツ推進委員の委嘱について）

４ H30.7.5 月形町立学校における働き方改革行動計画の策定について

５ H30.8.17 平成３１年度から使用する教科用図書の採択について

平成２９年度月形町教育行政事務の管理及び執行状況点検及び評価に

関する報告について

平成３０年度全国学力・学習状況調査結果の公表について

６ H30.10.1 月形町教育委員会委員長職務代理者の指定について

７ H30.11.1

2

月形町教育委員会教育長職務代理者の指名について

月形町教育委員会表彰規則に基づく被表彰者の決定について

月形町教育委員会表彰規則に基づく被表彰者の決定について

月形町教育委員会表彰規則に基づく被表彰者の決定について

１ H31.2.21 平成３１年度月形町教育行政執行方針について

平成３１年度月形町一般会計予算（教育関係）について

月形町教育員会教育長の営利企業等への従事について

月形町人づくり振興協議会設置要綱の一部を改正する告示について

平成３０年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果の公表について

２ H31.3.22 平成３１年度当初公立学校教職員人事について
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